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※詳細は、各お問い合わせ先へご確認
ください。

圏域の市町におでかけしよう！

圏域7市町の
イベント情報

UBE現代日本彫刻展2027
応募模型展

山陽小野田市ふるさと文化遺産
「コーストウォーク」登録記念
企画展「本山半島の歴史」

山陽
小野田 宇部 梅まつり防府

防府天満宮の境内には、し
だれ梅や紅白梅など約 16 種
類 1,100 本の梅の木があり
ます。開花時期に合わせてさ
まざまな行事を行います。
期間   2 月 15 日（日）～ 3 月 1 日（日）
場所   防府天満宮（松崎町 14-1）ほか
問 防府天満宮 ☎ 0835-23-7700

2027 年秋開催の UBE 現代
日本彫刻展2027に向けて、
世界中から寄せられた野外
彫刻模型を公開します。
期間   2 月 8 日（日）～ 3 月 8 日（日）
場所   ときわ湖水ホール（沖宇部 254）
問 宇部市文化振興課

☎ 0836-34-8562

山陽小野田市ふるさと文化
遺産「コーストウォーク～
海岸線からみる情景～」が
令和 7 年 5 月に登録された

当館が所蔵する、鷗外から
志げに宛てた数多くの書簡
を中心に、鷗外と志げとの
関係をたどります。
期間   2月17日（火）～4月26日（日）

問所 森鷗外記念館（町田イ 238）
　☎ 0856-72-3210

萩・椿まつり秋吉台山焼き 数々の書簡からたどる
鷗外の妻・志げ～没後90年～美祢 萩 津和野

例年２月中旬から３月下旬
ごろ、約 25,000 本のヤブ
ツバキが花を咲かせます
期間   2 月 21 日（土）～ 3 
　月 22 日（日）
場所   笠山椿群生林（椿東越ヶ浜虎ヶ崎）
問 萩・花ごよみ実行委員会事務局（萩

市観光課内）☎ 0838-25-3139

秋吉台に春を呼ぶ風物詩「山
焼き」は、100 年前から続く、
日本最大規模の山焼きです。
日時 2 月 11 日（水・祝）
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ことを記念し、開催するものです。
期間   2 月 6 日（金）～ 3 月 24 日（火）

問所 山陽小野田市歴史民俗資料館
（栄町 9-21）☎ 0836-83-5600

場所 秋吉台国定公園（秋芳町秋吉
11237-862）

問 秋吉台山焼き対策協議会
　☎ 0837-52-1115
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次回は仁保地域に
　　　　　リレーします！　　　　市内各地域の情報が掲載された 「地球の歩き方　山口市」 も販売中。

◆
Ｖ
Ｓ
活
動
か
ら
広
が
る

　
地
域
の
絆
◆

個
性
豊
か
な
市
内

個
性
豊
か
な
市
内
2121
の
地
域
。

の
地
域
。

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る

魅
力
あ
る
活
動
等
を
リ
レ
ー
形
式
で
紹
介
し
ま
す
。

魅
力
あ
る
活
動
等
を
リ
レ
ー
形
式
で
紹
介
し
ま
す
。

  

広
報
広
聴
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
７
５
３

湯
田
地
域

vol.3

問問

▲湯田温泉の足湯の清掃

▲一緒に活動することで地域
の絆が深まります
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